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明るく 住みよいまちを目指して自治会に加入しましょう

こ
の
よ
う
に
、
地
域
の
諸
課
題
や
自

治
会
並
び
に
自
治
会
連
合
会
に
関
す
る

要
望
等
を
議
題
と
し
て
、
実
り
多
い
懇

談
会
と
な
り
ま
し
た
。

今
後
も
、
自
治
会
連
合
会
で
は
、
様
々

な
機
会
を
と
ら
え
て
住
民
の
意
見
を
市

に
伝
え
る
と
と
も
に
、
市
と
協
働
の
ま

ち
づ
く
り
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

越
谷
市
自
治
会
連
合
会
で
は
、
自
治

会
活
動
と
市
行
政
と
の
協
調
や
円
滑
な

連
携
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
毎

年
「
市
長
と
の
懇
談
会
」
を
実
施
し
て

い
ま
す
。
今
年
度
は
、
１
月
15
日
に
市

内
３
８
１
自
治
会
を
代
表
す
る
13
地
区

の
支
部
長
が
出
席
し
、
各
要
望
に
対
し

て
活
発
な
意
見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。

令
和
元
年
度
市
長
と
の
懇
談
会
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
！

日
時:

令
和
２
年
１
月
15
日
（
水
）
15
時
~

場
所
：
越
谷
市
役
所

庁
議
室

１ ） 洪水等発生時の避難先、避難方法について【 桜井支部】

２ ） 越谷市立弥栄小学校校庭の整備について【 新方支部】

３ ） 増林地区センター前道路（ 市道2180 号線） の拡幅延伸について【 増林支部】

４ ） 大袋駅東口駅前広場に係る整備と東武スカイツリーライン北越谷駅以北の高架化について

【 大袋支部】

５ ） 越谷市立荻島小学校の授業時間確保のため、学校全面移転の対策について【 荻島支部】

６ ） 出羽地区を南北に分断する JR武蔵野線の高架化と並行した側道整備のお願い【 出羽支部】

７ ） 瓦曽根地区における公園等の設置について【 蒲生支部】

８ ） 新越谷駅西口ロータリーの機能改善について【 南越谷支部】

９ ） 市役所前中央通りにおける自転車通行帯の整備について【 越ヶ谷支部】

10） 大沢地区センター・ 公民館、体育館建設工事について【 大沢支部】

11） 元荒川沿い桜堤通りの整備について【 北越谷支部】

12） 川柳地区センター・ 公民館の建替えについて【 川柳支部】

要 望 一 覧
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◆運転者「 チャイルドシート ちいさな VIPの 指定席」

一般財団法人全日本交通安全協会 2019年度使用交通安全年間スローガン

あ
り
、
増
林
地
区
内
で
開
催
さ
れ
る
多

く
の
ス
ポ
ー
ツ
大
会
に
も
積
極
的
に
参

加
し
て
お
り
ま
す
。
令
和
元
年
度
は
、

秋
の
増
林
地
区
体
育
祭
で
大
人
の
綱
引

き
で
２
位
と
な
り
、
選
手
の
頑
張
り
に

み
ん
な
で
拍
手
し
喜
び
ま
し
た
。

ま
た
、
活
動
の
拠
点
と
な
る
現
在
の

自
治
会
館
は
、
香
取
神
社
敷
地
内
か
ら

移
転
し
、
平
成
20
年
に
完
成
し
ま
し
た
。

木
造
２
階
建
て
の
会
館
に
は
、
会
議
室

が
二
部
屋
あ
る
ほ
か
、
備
品
と
し
て
購

入
し
た
椅
子
を
使
い
、
会
員
の
皆
さ
ま

の
足
腰
の
負
担
軽
減
を
図
り
ま
し
た
。

今
後
も
、
安
心
安
全
の
ま
ち
づ
く
り

に
努
め
、
皆
様
の
ご
協
力
を
い
た
だ
き

な
が
ら
役
員
一
同
頑
張
っ
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

レ
イ
ク
タ
ウ
ン
一
丁
目
自
治
会

会
長

新
井

伸
章

小
雨
が
降
る
中
、
レ
イ
ク
タ
ウ
ン
一

丁
目
自
治
会
秋
祭
り
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
天
候
の
心
配
が
あ
り
ま
し
た
が
、

自
治
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
開
催
実
施
の

連
絡
を
し
た
と
こ
ろ
、
会
員
の
皆
様
や

地
域
の
方
々
が
傘
を
片
手
に
続
々
と
集

ま
り
、
祭
り
中
盤
で
は
全
て
の
物
品
が

完
売
と
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
最
後
の

大
抽
選
会
時
に
も
大
変
多
く
の
方
々
が

公
園
に
集
ま
り
、
開
い
た
傘
で
会
場
が

い
っ
ぱ
い
に
な
る
ほ
ど
の
大
盛
況
と
な

り
ま
し
た
。

イ
ベ
ン
ト
内
容
と
し
ま
し
て
、

■
一
丁
目
音
楽
隊
に
よ
る
楽
器
演
奏
・

子
ど
も
合
唱

■
竹
内
澄
子
先
生
に
よ
る
書
道
体
験
会

■
八
坂
神
社
保
存
会
の
方
の
ご
協
力
を

頂
き
子
ど
も
神
輿

■
賛
助
企
業
・
協
賛
企
業
の
有
志
に
よ

る
大
抽
選
会

■
手
焼
き
せ
ん
べ
い
体
験
会

■
ピ
ン
ボ
ー
ル
・
射
的
・
く
じ
引
き

■
フ
ラ
ン
ク
・
か
き
氷
・
肉
巻
き
お
に

ぎ
り
・
唐
揚
げ
・
飲
料
の
販
売

等
が
あ
り
、
い
ず
れ
も
好
評
で
し
た
。

秋
祭
り
を
実
施
す
る
事
に
よ
り
、
隣

近
所
の
方
だ
け
で
な
く
町
内
の
方
と
の

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
場
所
と
な
り

南
荻
島
出
津
自
治
会会

長大
熊

久
夫

平
成
29
年
に
当
自
治
会
区
域
内
の
元

信
金
グ
ラ
ン
ド
に
64
戸
の
住
宅
を
建
設

分
譲
す
る
こ
と
に
な
り
、
多
く
の
新
住

民
が
移
り
住
ん
で
く
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。
こ
の
事
態
に
ど
の
よ
う
に
し
て

対
処
し
て
い
く
の
か
、
そ
し
て
、
同
時

に
建
設
さ
れ
る
２
つ
目
の
自
治
会
館

（
以
下
、
自
治
会
館
Ⅱ
）
を
ど
の
よ
う

に
活
用
し
て
い
く
か
が
大
き
な
課
題
で

し
た
。

そ
こ
で
当
自
治
会
が
取
り
組
ん
だ
こ

と
は
、
入
居
す
る
新
住
民
全
員
に
自
治

会
に
入
会
し
て
頂
き
、
新
し
く
で
き
る

自
治
会
館
Ⅱ
を
新
旧
・
多
世
代
住
民
の

交
流
の
場
と
し
て
整
備
す
る
こ
と
で
し

た
。
そ
し
て
、
自
治
会
館
Ⅱ
を
核
と
し

た
交
流
の
場
（
愛
称
・
み
ず
べ
の
ア
ト

リ
エ
）
の
整
備
運
営
を
通
し
て
、
地
域

の
若
手
が
頑
張
り
、
自
主
的
な
運
営
組

織
を
立
ち
上
げ
、
活
発
な
活
動
が
展
開

さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

現
在
、
当
自
治
会
は
新
住
民
を
迎
え

て
７
０
０
世
帯
を
超
え
る
大
所
帯
と

な
っ
た
ほ
か
、
若
い
世
代
が
増
え
て
、

地
域
に
新
し
い
風
が
吹
き
始
め
ま
し

た
。
今
後
も
、
活
力
と
や
る
気
に
溢
れ

る
若
い
世
代
を
中
心
と
し
て
、
地
域
が

一
体
と
な
っ
て
様
々
な
事
業
に
取
り
組

ん
で
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

東
越
谷
一
丁
目
自
治
会

会
長

鈴
木

康
行

東
越
谷
一
丁
目
自
治
会
は
、
越
谷
花

火
大
会
が
間
近
に
見
ら
れ
る
越
谷
市
役

所
の
隣
、
元
荒
川
と
葛
西
用
水
の
東
岸

に
位
置
し
て
お
り
、
現
在
８
５
０
世
帯

で
構
成
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
越
谷
市
は

首
都
近
郊
の
ベ
ッ
ド
タ
ウ
ン
と
し
て
発

展
し
た
こ
と
も
あ
り
、
本
自
治
会
の
会

員
は
地
域
に
代
々
住
ん
で
い
る
方
よ
り

も
、
市
外
か
ら
転
入
し
て
マ
ン
シ
ョ
ン
・

ア
パ
ー
ト
・
社
宅
等
に
住
む
方
が
多
い

た
め
「
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
図
る

こ
と
」
を
モ
ッ
ト
ー
に
自
治
会
活
動
を

行
っ
て
い
ま
す
。

自
治
会
年
間
事
業
で
は
、
４
月
の

ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会
、
６
月
の
運
動
会
、

７
月
の
納
涼
祭
、
10
月
の
防
災
訓
練
、

11
月
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会
、
12

月
の
餅
つ
き
大
会
、
１
月
の
町
会
内
火

の
用
心
の
夜
回
り
、
そ
の
他
赤
十
字
や

赤
い
羽
根
共
同
募
金
な
ど
多
く
の
活
動

を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

本
自
治
会
に
は
、
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
、

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
、
ビ
ー
チ
ボ
ー
ル
、

少
年
野
球
な
ど
の
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
も

活
紹
動

介

若
い
世
代
の

主
体
的
活
動
に
期
待

安
心
安
全
の

ま
ち
づ
く
り

活
気
と
優
し
さ

あ
ふ
れ
る
ま
ち
づ
く
り

自治会館で遊ぶ子どもたち

力いっぱい綱を引く 子どもたち

秋祭り子ども神輿の様子
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◆歩行者 「 危険だよ スマホに夢中の そこの君」

一般財団法人全日本交通安全協会 2019年度使用交通安全年間スローガン

子
ど
も
達
や
大
人
達
の
交
流
が
図
れ
ま

し
た
。

最
後
に
、
大
相
模
地
区
自
治
会
連
合

の
各
自
治
会
長
の
皆
様
に
は
、
秋
祭
り

に
お
越
し
頂
き
有
難
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。
自
治
会
創
立
５
年
目
と
若
い
自
治

会
で
す
が
、
今
後
も
地
区
の
活
動
に
取

り
組
み
つ
つ
、「
安
心
・
安
全
・
住
み

や
す
い
町
、
レ
イ
ク
タ
ウ
ン
一
丁
目
」

を
目
指
し
活
動
し
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

東
武
越
谷
サ
ン
ラ
イ
ト
マ
ン
シ
ョ
ン
自
治
会

会
長

酒
井

征
一

東
武
越
谷
サ
ン
ラ
イ
ト
マ
ン
シ
ョ
ン

は
、
昭
和
46
年
に
建
築
さ
れ
た
、
北
越

谷
駅
西
口
か
ら
徒
歩
３
分
ほ
ど
の
場
所

に
あ
る
マ
ン
シ
ョ
ン
で
す
。
現
在
、
85

世
帯
で
自
治
会
が
構
成
さ
れ
て
お
り
、

マ
ン
シ
ョ
ン
管
理
組
合
か
ら
の
協
力
を

い
た
だ
き
な
が
ら
自
治
会
活
動
を
行
っ

て
お
り
ま
す
。
建
築

か
ら
48
年
が
経

過
し
て
い
る
こ
と
も
あ
り
、
住
民
は
、

年
々
、
中
高
年
の
方
々
が
増
加
し
て
い

る
と
こ
ろ
で
す
が
、
皆
、
協
力
し
な
が

ら
元
気
に
和
気
藹
々
と
暮
ら
せ
る
マ
ン

シ
ョ
ン
を
目
指
し
て
自
治
会
活
動
に
励

ん
で
い
ま
す
。

現
在
、
最
も
力
を
入
れ
て
取
り
組
ん

で
い
る
こ
と
が
、
近
年
、
多
発
す
る
大

災
害
に
備
え
た
防
災
に
対
す
る
取
組
み

で
す
。
毎
年
、
自
治
会
館
等
を
利
用

し
、
市
の
危
機
管
理
課
等
の
協
力
を
い

た
だ
き
な
が
ら
、
防
災
訓
練
や
勉
強
会

を
実
施
す
る
こ
と
に
よ
り
、
防
災
に
関

す
る
知
識
の
習
得
や
意
識
の
高
揚
と
と

も
に
、
住
民
同
士
の
交
流
を
図
っ
て
お

り
ま
す
。

い
ざ
と
言
う
時
に
、
最
も
重
要
と
な

る
の
が
、
住
民
自
身
の
「
自
助
」
と
住

民
同
士
の
「
共
助
」
に
よ
る
迅
速
な
行

動
で
す
。
若
い
世
代
が
減
少
し
、
自
治

会
を
取
り
巻
く
環
境
は
厳
し
い
も
の
と

な
っ
て
お
り
ま
す
が
、
こ
れ
か
ら
も
住

民
同
士
の
交
流
や
近
隣
自
治
会
と
の
協

力
の
も
と
、
元
気
で
和
気
藹
々
と
し
た

自
治
会
を
目
指
し
て
、
様
々
な
活
動
に

取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

市長とふれあいミーティングで自治会集会施設を訪問！
市長とふれあいミ ーティ ングが開催され、 高橋市長が集会施

設の利用頻度が多い市内３ 自治会（ 茜町会・ 朝日プラザ・ 越谷

ファミ リータウン） を訪問し、 集会施設の利活用や各自治会の

活動内容、 抱えている課題等について意見を交わしました。

＜訪問日程＞

１ 茜 町 会 11/25（ 月） 10： 00 ～

２ 朝日プラザ自治会  11/28（ 木） 10： 00 ～

３ 越谷ファミ リータウン自治会 12/22（ 日） 13： 30 ～

茜町会では、 区域内の避難場所や消火器等の設置場所が詳細

に記載された「 茜町会防災マップ」 を独自作成する等、 防災・

防犯活動に力を入れています。 当日も、 災害時の避難先、 避難

方法に関する意見が多く 、 自治会としての意識の高さが伺えま

した。 根岸会長は、「 自治会活動は総じて“ 継続” が大切。 今
後も時代の変化に対応しながら、“ 安心・ 安全住みよい町” を
目標に、魅力あるまちづく りに貢献したい」 と述べられました。

朝日プラザは平成5 年に発足し、 マンショ ン管理組合と連携

を図りながら活動を展開しています。 共有スペースは、 多岐に

渡るクラブ活動や子ども向けの学習塾等に活用されて日々賑わ

いをみせています。 また、 グローバル交通との契約のもと行っ

ているマンショ ン～新越谷駅間の「 シャト ルバス運行」 につい

ては、 その利便性の高さから行政側からも驚きの声が上がりま

した。 林田会長は「 地区人口が増加傾向にあり 、 今後は通学路

等の整備が必須。 自治会としてもより一層活動を充実させ、 地

域の活性化を促したい」 と述べられました。

越谷ファ ミ リータウンはマンショ ン居住者で構成されてお

り 、加入率は約96％。“ 高齢化” という 大きな課題に対しても、
マンショ ン 4 棟毎に発足している「 隣人会」 で近隣住民との親

睦を図るとともに、 居住者がサポーターとなって援助希望者宅

の掃除、 ゴミ 出し等を支援する制度をつく る等、 その活動は非

常に活発です。 岩男会長は、「 居住者相互の親睦を図りながら、

各種事業によって皆さんが安心して住める安全な地域を目指し

たい」 と述べられました。

茜町会

越谷ファミ リータウン自治会

朝日プラザ自治会

中
高
年
が
元
気
に
和
気
藹
々
と

暮
ら
せ
る
マ
ン
シ
ョ
ン

自治会活動の様子
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こ
し
が
や
自
治
連
だ
よ
り

事
務
局

越
谷
市
越
ヶ
谷
四
¦
二
¦
一

発
行
人

越
谷
市
自
治
会
連
合
会

（

令
和
２

年
２
月
１
日
発
行

◆『 架空請求』 や『 振り込め詐欺』 が多く 発生しています◆
不安を感じた場合は、すぐに警察署・ 消費生活センターなどに相談してく ださい。

越谷市自治基本条例施行10周年記念
第10回自治会シンポジウムを開催します！

『「 天と地と」自然災害に備える！』

テーマ

近年、 相次ぐ異常気象のため全国各地で大きな被害が

もたらされています。 災害を止めることはできませんが、

被害を減らすことはできます！

この講演では気象予報士、 防災士の資格を持ちメディ

アにおいても日々活躍されている さんをお招きして、 災害時にいかに

命を守るか、 そのために自治会などの地域組織が担うべき役割や備え等について

お話ししてもらいます。

皆さん是非、木原さんの講演を聞きに

お越しく ださい！

令和元年12 月８ 日、 第36 回越谷市・ 桜井地区合同総合防災訓練が越谷

北高校で開催されました。 当日は天候に恵まれ、 桜井地区の自治会に加え、

春日部市の自治会の方や桜井地区コミ ュニティ 推進協議会、 桜井地区スポ・

レク推進委員会など多く の団体の方々からのご参加をいただき、 参加者数

は2,000 人を超えました。 訓練の内容としては「 避難誘導訓練」「 傷病者

搬送訓練」「 初期消火訓練」 などのほか、「 倒壊建物救出訓練」 や「 避難所

開設訓練」 など本格的な訓練も行われました。

越谷市自治会連合会では、 今年度を含む３ か年を自治会加

入促進強化期間と位置づけ、 各支部において、 支部の特色を

活かした自治会加入促進事業を実施しています。

今後も自治会加入促進のため、 様々な事業に取り組んでい

きます。

越谷市自治会連合会では、

１ 月23 日 (木)、24 日 (金 )

に、 幅広い視点から地域の

政策課題等を調査研究して

いる公益財団法人 山梨総合

研究所の視察を行いました。

今回は「 自治会を考える」

をテーマに、 甲府市の自治

会の現状や様々な課題、 自治会の必要性等について話を聞

き、 加入に向けた各種取り組みについて意見交換を行いま

した。 研究所の方から「 活動を活性化させるためには組織の

形成後にしっかり会員の意見をぶつけ合う ことが大切。 そ

の中で共通の規範が形成され、 成果に結びついてく ると思

う 」 との助言がありました。

水消火器やバケツリレーなどの消火訓練では多く の子どもたちが参

加し、 消防士の方から説明を受け熱心に訓練に取り組んでいました。

また、 体験コーナーでは煙中避難体験や起震車による地震体験のほ

か「 VR体験」 や「 土石流を立体映像や振動で体験できる自然災害体

験車」 などの訓練も行われました。

地域が一丸となって防災意識を高められるよう に越谷市自治会連合

会は、 これからも市と合同で総合防災訓練を実施していきます。

次年度は越ケ谷地区 での開催となります

皆さん！奮ってご参加く ださい！！

【 日 時】 令和２ 年２ 月８ 日（ 土）
午後１ 時30分～３時

【 場 所】 埼玉県立大学 講堂
※駐車場がございませんのでお車
でのご来場はご遠慮く ださい。

【 参加対象】 自治会活動に興味のある方、
講師の話に興味のある方

【 参加方法】 入場無料、申し込み不要です

【 主 催】 越谷市自治会連合会

【 問い合わせ】 越谷市自治会連合会事務局
TEL： 048-963-9153（ 直通）
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自治会活動に参加し地域の「 きずな」 を強めましょう

※自治会によっ ては実施していない事業もあります。

自治会はこんな活動をしています地域の安全のため防犯活動を実施しています。

災害に強いまちをつくります。

きれいなまちをつくります。

地域や市の情報をお知らせします。

互いに助け合うやさしいまちをつくります。

楽しい行事やイベントを開催します。

地域の安全は地域の手で！自治会活動を通し

て 、地域の皆さ んが顔見知り になり 、地域コ ミ ュニティ の輪を 広げるこ と は
防犯活動の第一歩です。 防犯パト ロールや登下校時の
子供の見守り 活動など、 自治会では、 犯罪のない安心
し て住める まち づく り に取り 組んでいます。

地震などの災害に備え、自主防災
組織をつく り 、防災資器材などの
整備や防災訓練を行っています。
地震などの災害発生時には、 個
人や家族の力だけで対応するこ
と には限界があり ます。 地域で
助け合い協力し 、 組織的に行動
するこ とが重要です。

地域で定期的に清掃活動を行い、環境美化に努めていま
す。 また、 新聞や空き缶、 ビンなど、 有効な資源の回収を
行い、 ゴミの減量・ リ サイクルに取り組んでいます。

自治会から の大切なお知らせや、
市から の情報など生活に必要な
情報をお手元にお届けし ます。

敬老会事業などを実施し 、 地域
の高齢者世帯とのふれあいを深
めています。
また、 共同募金などの社会福祉
活動への協力も行っています。

地域に住む人たちのふれあいと交
流を図るため、スポーツや盆踊り、
お祭り など、 地域の交流イベント
を開催し ています。

事務局 越谷市役所 市民活動支援課 048-963-9153
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自治会加入促進のチラシを

リニューアルしました！

先進地視察研修を行いました

第３６回越谷市・ 桜井地区合同総合防災訓練開催

消防服姿のガーヤちゃん
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水消火器を体験する子ども達

桜井地区51自治会を始め

多くの団体の皆様に

ご参加いただきました。


